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バージョン情報

AXIS Radar Data Visualizerは、180°レーダー検知と180°パノラマ画像を組み合わせて大規模な
オープンエリアを監視するアプリケーションです。レーダーとパノラマカメラを接続すること
で、人の検知距離は最大60メートル、車両の検知距離は最大85メートルまで広がります。このア
プリケーションは、物体のクラス、距離、速度をカメラビューにカスタマイズ可能な視覚的な
オーバーレイとして表示できます。これらのデータはイベントをトリガーするためにも使用でき
ます。

要件

• レーダーとパノラマカメラは、それぞれのインストールガイドに従って取り付け、設定す
る必要があります。

• パノラマカメラはレーダーの上または下に取り付け、レーダーからの距離は50 cm以内とす
る必要があります。

• 互換性のあるカメラのリストについては、AXIS Radar Data Visualizer | Axis
Communicationsを参照してください。

• レーダーのリストについては、axis.com/ja-jp/products/radarsを参照してください。

AXIS Radar Data Visualizer

https://www.axis.com/products/axis-radar-data-visualizer#compatible-products
https://www.axis.com/products/axis-radar-data-visualizer#compatible-products
https://www.axis.com/products/radars
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使用に当たって

レーダーキャリブレーションを行う

レーダーを設置すると、レーダーのデフォルトのライブビューにはレーダーの検知ゾーンと検知
した動きが表示され、検知ゾーンやルールをすぐに追加できます。レーダーとの接続を設定し、
アプリケーションのオーバーレイを設定する前に、シーンに合わせてレーダーのキャリブレー
ションを行います。

レーダーの取り付けの高さが、レーダーのwebインターフェースで設定された高さに対応している
ことを確認します。レーダーが別の高さに取り付けられている場合は、レーダーのキャリブレー
ションを行って、取り付けの高さを補正する必要があります。

レーダーのキャリブレーションを行うには、以下の手順に従います。

1. レーダーのwebインターフェースにログインします。
2. [RRaaddaarr >> SSeettttiinnggss >> GGeenneerraall ((レレーーダダーー >>設設定定 >>全全般般))] に移動します。
3. 取り付け高さを入力します。
4. [RRaaddaarr >> SSeettttiinnggss >> DDeetteeccttiioonn ((レレーーダダーー>>設設定定>>検検知知))] で、[IIggnnoorree sswwaayyiinngg oobbjjeeccttss
((揺揺ららめめいいてていいるる物物体体をを無無視視))]] をオンにして、シナリオから茂みや木、標識などを除外しま
す。レーダーのすぐ前に道路標識が来ないようにしてください。

注
車両の統計情報のみが必要な場合は、[RRaaddaarr >> SScceennaarriiooss ((レレーーダダーー >>シシナナリリオオ))] に移動し、
シナリオを選択します。シナリオを編集し、[TTrriiggggeerr oonn oobbjjeecctt ttyyppee ((物物体体タタイイププででトトリリ
ガガーー))] で [HHuummaann ((人人))] チェックボックスをオフにします。

ママッッププキキャャリリブブレレーーシショョンン

AXIS D2110-VE Security Radarの参照マップの例。
物体が動いている場所を見やすくするために、平面図や航空写真など、レーダーがカバーしてい
る範囲を示す参照マップをアップロードすることができます。

画像の要件は以下のとおりです。
• サポートされるファイル形式は、jpegとpngです。

• 画像はレーダーでトリミングすることができます。
• キャリブレーション中にレーダーの到達範囲の形状が画像に合わせて移動するため、向き
は重要ではありません。

[[RRaaddaarr ((レレーーダダーー))]] >> [[MMaapp ccaalliibbrraattiioonn ((ママッッププののキキャャリリブブレレーーシショョンン))]] に移動し、設定アシスタ
ントに従ってマップをアップロードし、キャリブレーションを行います。

レーダーのwebインターフェースでの設定の詳細については、axis.comでそのレーダーに関する
ユーザードキュメントを参照してください。

AXIS Radar Data Visualizer

https://www.axis.com/
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レーダープロファイルの選択

Axisレーダーは、2つの監視プロファイル、エリア監視と道路監視をサポートしています。
Axis Radar Data Visualizerを使用するには、エリア監視プロファイルを選択します。

1. レーダーのwebインターフェースにログインします。
2. [RRaaddaarr >> SSeettttiinnggss >> DDeetteeccttiioonn >> RRaaddaarr pprrooffiillee ((レレーーダダーー>>設設定定>>検検知知 >>レレーーダダーーププロロ
フファァイイルル))] に移動します。

3. [AArreeaa mmoonniittoorriinngg ((エエリリアア監監視視))] を選択します。
このプロファイルは、最高時速55 km/h (34 mph) で移動する人間、車両、未知の物体を追
跡するために最適化されています。

検知範囲、設置例、ユースケースについては、レーダーのユーザーマニュアル (help.axis.com) を
参照してください。

アプリケーションのダウンロードとインストール

アプリケーションをインストールするには、axis.com/products/axis-radar-data-visualizerに移動
し、最新のバージョンをダウンロードします。レーダーに接続するパノラマカメラにログイン
し、以下の手順に従います。

1. パノラマカメラのwebインターフェースにログインします。
2. [[AAppppss]] ((アアププリリ)) に移動します。
3. [AAdddd aapppp ((アアププリリのの追追加加))] をクリックします。

4. ダウンロードフォルダー内のファイルを選択します。
5. [イインンスストトーールル] をクリックします。
6. アプリを起動すると、アプリがアクティブ化されます。

注
アプリケーションをアップグレードするには、新しいバージョンをインストールするだけで
す。以前のバージョンをアンインストールする必要はありません。

AXIS Radar Data Visualizer

https://help.axis.com
https://www.axis.com/products/axis-radar-data-visualizer
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設定

カメラをレーダーとペアリングする:

Radar Data Visualizerが機能するには、パノラマカメラをレーダーとペアリングする必要がありま
す。パノラマカメラのwebインターフェースで:

1. [[AAppppss ((アアププリリ))]] でAAXXIISS RRaaddaarr DDaattaa VViissuuaalliizzeerrを開きます。
2. [[OOppeenn eeddggee--ttoo--eeddggee ((エエッッジジツツーーエエッッジジをを開開くく))]] をクリックします。

3. レーダーのIIPPアアドドレレスス、ユユーーザザーー名名およびパパススワワーードドを入力します。
4. [接接続続] をクリックします。

境界ボックスとメタデータを設定する

境界ボックスとメタデータの表示/非表示を選択することができます。

AXIS Radar Data Visualizerで、以下の操作を行います。
1. [VViiddeeoo ssttrreeaamm sseettttiinnggss ((ビビデデオオスストトリリーームム設設定定))] に移動します。
2. 境界ボックスを表示または非表示にするには、[SShhooww bboouunnddiinngg bbooxxeess ((境境界界ボボッッククススをを
表表示示))] のオン/オフを切り替えます。

3. メタデータを含めるには、[SShhooww ddiissttaannccee aanndd vveehhiiccllee ssppeeeedd ((距距離離とと車車速速をを表表示示))] を選
択します。

境界ボックスのキャリブレーションにより、ボックスの垂直方向の位置のずれを調整することが
できます。

AXIS Radar Data Visualizerで、以下の操作を行います。
1. [CCaalliibbrraattee bboouunnddiinngg bbooxxeess ((境境界界ボボッッククススののキキャャリリブブレレーーシショョンン))] に移動します。
2. 矢印をクリックして、境界ボックスの垂直位置を調整します。

デフォルトの位置は、パノラマカメラで設定された [HHoorriizzoonn ssttrraaiigghhtteenniinngg ((水水平平補補正正))] の設定に
基づきます。

注
境界ボックスをキャリブレーションするには、シーンに人または車両が存在する必要がありま
す。

地域設定を選択する

アプリケーションで速度と距離の単位を選択します。

AXIS Radar Data Visualizerで、以下の操作を行います。
1. [RReeggiioonnaall sseettttiinnggss ((地地域域設設定定))] に移動します。
2. 速度を時速キロメートル (km/h) で表示するか、時速マイル (mph) で表示するかを選択しま
す。

3. 距離をメートルで表示するかフィートで表示するかを選択します。

検知ゾーンを作成する

検知ゾーンを作成し、動く物体やスピード違反車両を検知するようにアプリケーションを設定し
ます。Axisデバイスのイベント管理システム、またはサードパーティ製ソフトウェアを使用する
と、ゾーンでの検知に基づいてアクションをトリガーすることがきます。

AXIS Radar Data Visualizerで、以下の操作を行います。
1. [++ DDeetteeccttiioonn zzoonnee ((++ 検検知知ゾゾーーンン))] をクリックします。ライブビューに黄色のボックスが
表示されます。

2. ゾーンの形状を変更するには、黄色のボックスの隅にあるアンカーポイントをクリックし
てドラッグします。

AXIS Radar Data Visualizer
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3. ゾーンの名前を入力します。
4. ゾーンで検知してトリガーする対象を選択します。
– [TTrriiggggeerr oonn mmoovviinngg oobbjjeeccttss ((移移動動物物体体ででトトリリガガーー))] は、移動する物体が検知され

るとイベントを送信します。
– [TTrriiggggeerr oonn vveehhiiccllee ssppeeeedd ((車車速速ででトトリリガガーー))] は、検知ゾーン内で検知された車両

が設定速度の範囲内または範囲外で走行するとイベントを送信します。

注
トリガーを1つだけ選択することも、両方のトリガーを同時に使用することもできます。これら
は互いに独立して機能します。例えば、[TTrriiggggeerr oonn mmoovviinngg oobbjjeeccttss ((移移動動物物体体ででトトリリガガーー))]
で選択した物体のタイプは、[TTrriiggggeerr oonn vveehhiiccllee ssppeeeedd ((車車速速ででトトリリガガーー))] の設定には影響し
ません。

ゾーン内の移動物体でトリガーする場合：
5. [TTrriiggggeerr oonn mmoovviinngg oobbjjeeccttss ((移移動動物物体体ででトトリリガガーー))] をオンにします。

6. トリガーする物体のタイプを選択します。以下のタイプを選択できます。
– 人人物物
– 車車両両
– 不不明明

車速でトリガーする場合：
7. [TTrriiggggeerr oonn vveehhiiccllee ssppeeeedd ((車車速速ででトトリリガガーー))] をオンにします。
8. 車両を検知する速度を設定します。
– スライダーを使用して速度範囲を設定するか、[FFrroomm ((最最低低))] と [TToo ((最最大大))] の欄に範

囲の最低値と最大値を入力します。
– 設定範囲外の速度でトリガーするには、[IInnvveerrtt sslliiddeerr ((ススラライイダダーーをを反反転転))] をク

リックします。[FFrroomm ((最最低低))] および [TToo ((最最大大))] の欄は、自動的に [BBeellooww ((以以下下))]
および [AAbboovvee ((以以上上))] に変更されます。

ゾーンを削除するには、リストでゾーンを選択し、[RReemmoovvee ddeetteeccttiioonn zzoonnee (検知ゾーンを削除)]
をクリックします。
注
追加した検知ゾーンなしでビデオストリームを表示するには、[VViiddeeoo ssttrreeaamm sseettttiinnggss ((ビビデデオオ
スストトリリーームム設設定定))] に移動し、[SShhooww ddeetteeccttiioonn zzoonneess ((検検知知ゾゾーーンンのの表表示示))] をオフにします。

イベントのルールを設定する

特定のイベントが発生したときにデバイスにアクションを実行させるように、ルールを作成する
ことができます。ルールは条件とアクションで構成されます。条件を使用して、アクションをト
リガーすることができます。たとえば、デバイスは動きを検知したときに、録画を開始したり、
電子メールを送信したりすることができ、デバイスが録画をしている間にオーバーレイテキスト
を表示することができます。

詳細については、ガイド「イベントのルールの使用開始」を参照してください。

アクションをトリガーする

1. [SSyysstteemm >> EEvveennttss ((シシスステテムム >>イイベベンントト))] に移動し、ルールを追加します。このルールで
は、装置が特定のアクションを実行するタイミングを定義します。ルールは、スケジュー
ルや繰り返しとして設定することも、手動でトリガーするように設定することもできま
す。

2. [NNaammee ((名名前前))] に入力します。
3. アクションをトリガーするために満たす必要がある [CCoonnddiittiioonn ((条条件件))] を選択します。
ルールに複数の条件を指定した場合は、すべての条件が満たされたときにアクションがト
リガーされます。

AXIS Radar Data Visualizer

https://help.axis.com/get-started-with-rules-for-events
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4. 条件が満たされたときにデバイスが実行するAAccttiioonn ((アアククシショョンン)) を選択します。

注
アクティブなルールを変更する場合は、ルールを再度オンにして変更内容を有効にする必要が
あります。

注
ルールに使用されたストリームプロファイルの定義を変更する場合は、そのストリームプロ
ファイルを使用するすべてのルールを再起動する必要があります。

AXIS Radar Data Visualizer
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